
認定
年度 № ふじのくにフロンティア地域循環共生圏名

R4

①
富士山東麓エコガーデンシティ地域循環共生圏

②
伊豆東海岸広域地域循環共生圏

単独型

連携型

①

②

御殿場市・裾野市

小山町

 伊東市・下田市
東伊豆町・河津町

○　ふじのくにフロンティア地域循環共生圏一覧



１．《富士山東麓エコガーデンシティ地域循環共生圏》

【目指す姿】富士山麓の豊かな自然環境を守り、育て、磨き、
                   脱炭素を実現する持続可能な環境先進地域

取組
内容

○環境に優しいエネルギーの地産地消
　・ゴミ焼却熱発電や木質バイオマス発電等再生可能エネルギー利用拡大
　・マイクロ水力発電導入等官民連携の脱炭素技術開発・普及の促進
○森林の保全と利活用
　・森林管理の適正サイクルの構築による森林のCO2吸収量増大、災害発生リスク低減
　・木材の地産地消を図る「木育」推進
　・デジタル地域通貨で活用できるエコポイント付与により、住民等の環境保全活動
　　への意欲醸成や森林保全の担い手確保
○脱炭素化に向けた産業構造への転換
　・環境重視型工業団地の整備及び既存工業団地への展開
　・自家用車や路線バス等での水素自動車の積極的推進による環境先進地域ブランド
　　構築及び水素関連企業の誘致・発展の土台づくり

循環
拠点
区域

【産業拠点】
・富士御殿場工業団地　　　　　　・（仮称）神場南地区工業団地
・（仮称）夏刈地区工業団地　　　・（仮称）須山地区工業団地
【再エネ利用拠点】　　
・木質バイオマス発電・熱利用施設（小山湯船原）
・木質バイオマス熱利用施設（須走）

①循環型社会への移行
自然との共生

②まちづくり等の
リデザイン

③環境共生型の
再生可能エネルギー

④産業構造の転換
⑤人材の育成と

オープンイノベーション

【Ｒ４年度認定】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（御殿場市、裾野市、小山町）

主な取組のスケジュール Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

産業拠点整備事業
　 　 　 　 　 　

再エネ利用拠点整備事業 　 　 　 　 　 　

富士御殿場工業団地

（仮称）神場南工業団地

（仮称）夏刈地区工業団地

（仮称）須山地区工業団地

：　調査検討
：　造成工事

木質バイオマス発電・熱利用施設（小山湯船原）、木質バイオマス熱利用施設（須走）

 経済活動の輪 

環境に優しいエネルギーの地産地消

森林の保全と利活用 環境に配慮した産業構造への転換

【推進体制】
　　　○２市１町地域循環共生圏協議会

　　　　　（御殿場市、裾野市、小山町）
　　　○御殿場市エコガーデンシティ推進協議会

　　　　　（企業、団体、金融機関、学術機関、御殿場市）

【位置図】 【コンセプト】

 脱炭素の輪 

御殿場市

裾野市

小山町

【産業拠点】

富士御殿場工業団地（3.4ha）

駒門周辺地域エコシティ化推進区域
【産業拠点】

(仮称)神場南地区工業団地（19.3ha）

【産業拠点】

（仮称）須山地区工業団地（18.4ha）

既存拠点循環拠点区域

【再エネ利用拠点】

木質バイオマス発電・熱利用施設(9ha)

【再エネ利用拠点】

木質バイオマス熱利用施設(5ha)

水素ステーション

上野工業団地

【産業拠点】

(仮称)夏刈地区工業団地（58.6ha）

東名裾野IC周辺地域における防災・減災と
職住近接に配慮した地域づくり推進区域

（実施する主な取組）

循環拠点
区域

売電益

■水素需要の拡大

■環境重視型工業団地の整備

■持続可能な森林管理

■「木育」や環境保全活動の促進

【地域を巻き込んだ循環の促進】
  ・脱炭素新技術の開発・普及
  ・デジタル地域通貨の運用

■再エネの利用拡大
(バイオマス発電整備等)

再エネ技術の展開

再生可能エネルギーの循環
（ＦＩＴ売電等活用）

（エコポイントのデジタル付与）

再エネ技術の展開

カーボン・オフセット
による促進原資の創出



①循環型社会への移行
自然との共生

②まちづくり等の
リデザイン

③環境共生型の
再生可能エネルギー

④産業構造の転換
⑤人材の育成と

オープンイノベーション

２．《伊豆東海岸広域地域循環共生圏》　

【目指す姿】豊かな自然環境の中で、いつでも誰でも安全で快適な生活を享受でき、
                     働き住み続けられる先進技術実証・実装都市

【Ｒ４年度認定】　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊東市、下田市、東伊豆町、河津町）

取組
内容

○地域を支える新たな産業とにぎわいの創出
　・実証フィールド提供による関連産業誘致と新たな産業・技術の創出、ドローン
　　競技大会開催等のイベント誘致を進め、先進技術実証・実装を推進する圏域の
　　イメージ化
○先進技術の導入・普及による快適でエコな生活の実現
　・主要産業や日常生活への先進技術導入による人手不足解消、サービスレベル向上
　・ドローンによる一般物資搬送等導入による環境に優しい物流への転換、将来的な
　　遠隔医療体制を視野に入れた医薬品搬送
　・次世代モビリティ導入促進による周遊性やラストワンマイル接続の向上
○圏域の安全を維持する広域防災力の強化
　・ドローン等を取り入れた広域的管制システム・情報収集ネットワーク体制の構築　
　・再エネ等活用による安定的なドローン飛行運用の検討
　・インフラ管理補修や自然環境保全、開発行為監視への先進技術活用による圏域の
　　災害予防力向上

循環
拠点
区域

【実証フィールド拠点】　・旧稲梓中学校跡地
【防災拠点】　　　　　　・稲梓防災拠点

主な取組のスケジュール Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９

実証フィールド拠点整備事業
　 　 　 　 　 　

防災拠点整備事業
　 　 　 　 　 　

：　調査検討
：　工事

：　調査検討
：　工事

旧稲梓中学校跡地

稲梓防災拠点

伊東市

下田市

河津町

【防災拠点】

稲梓防災拠点（8.2ha）

既存拠点循環拠点区域

【位置図】

東伊豆町

【実証フィールド拠点】

旧稲梓中学校跡地（1.3ha）

【実証フィールド拠点】

川奈地区

【コンセプト】

地元企業 参入企業

地域住民 道路・鉄道地域産業 自然環境

実証フィールド

防災拠点整備

管理・監視 管理点検

観光客

圏域外関連産業の誘致

観光や農林水産業での活用次世代モビリティの導入

ドローンによる一般物資・医薬品搬送

企業間のネットワーク形成
↓

先進技術を活用した新たなビジネスが産出

ドローン出動拠点

地域に実装 新たな知見、地域ニーズ
人材の提供

競技大会等イベント開催

くらしや基幹産業等への導入により、環境負荷を
軽減しつつ人手不足解消、サービスレベル向上

広域的な管制システム等による
地域一体的な危機管理

【推進体制】
　　　○（仮）伊豆東海岸広域連携協議会

【実証フィールド拠点】

稲取細野高原

【実証フィールド拠点】

河津バガテル公園

※豊かな自然環境で実証され創出された先進技術を地域に実装し、
 得られた知見や地域ニーズをもとに新たな産業が生まれる好循環を形成

生活・環境分野 防災分野

産業分野

《新産業エコシステム※の構築》

実証フィールド周辺への参入企業と地元企業の融合により、先進技術と新たな産業を創出


